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自分から大きな声で
校長 石ヶ森 孝順

学習発表会では，大きく２つのねらいがありました。

１つは，恥ずかしさを乗り越えて，大きな声で堂々と発表すること。

２つは，友達と心を合わせて完成させ，協力する素晴らしさを味わうこと。

この２つは，子どもたちが将来生きていく上で必要な力であると考えます。

将来，働いている職場で，企画書をプレゼンで説明する場面があるかも知れません。

人間関係で悩んでも，折り合いをつけ，同じ目標に向かう場面があるかも知れません。

まさに，教育活動の１つ１つの場面が，子どもたちにとって貴重な経験になっています。

「相手意識もち，表現する」という意味では，その基本は「挨拶」であると言えます。

社会人のマナーとして必須の挨拶は，コミュニケーションを円滑にし，内面的な豊かさを

培うことにつながります。人との距離をとり大きな声を出すことを控える数年間があった

こともあり，今一度，児童の挨拶への意識を高めていく必要性を感じています。

今朝のさわやか集会では，学習発表会でのがんばりや成果を全校児童に伝えるとともに，

改めて，挨拶の仕方を見直していくことについて働きかけてみました。

① 自分から挨拶しよう！

～ 歯みがきのように，毎日の習慣になるといいですね。

先に挨拶をされたら反応しよう。スルーしないでね。

② 相手に分かるように挨拶しよう！

～ 元気な声で挨拶されると，気持ちがいいですね。

笑顔や会釈があると，もっと相手に伝わりますよ。

「おはようございます」を言えるようになると，

「日常の五心」にある心をもち無意識のレベルで 「日常の五心」（作者不明）

行動できる姿に波及していくような気がします。 一．「はい」という素直な心

大人になっても，周りの人から大切にされる人間 一．「すみません」という反省の心

になってほしいと願います。 一．「おかげさま」という謙虚な心

学校では，子どもに挨拶を身に付けさせながら， 一．「私がします」という奉仕の心

自分の存在や気持ちを相手に伝えることや，対人 一．「ありがとう」という感謝の心

関係を学ばせていきます。大人も子どもと一緒に

なって，点検・実践していきたいと思います。

（点検例） □ 呼びかけに対して「はい」と返事をしているか。
□ 家族どうしでも，朝・晩，食事時に挨拶をしているか。
□ 地域の方やお客さんにも挨拶をしているか。
□ 「ありがとう」を言えているか。
□ 乱暴な言葉を使っていないか。
□ 相手の立場やマナーを考え，電話対応しているか。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【令和６年度 重点教育目標】 人にやさしく～よりよい人間関係づくり～実践中 

 

・ 

 

日 曜 １１月の行事予定 

１ 金 
交通安全街頭指導 安全点検日 
視力検査（１・２年） 

３ 日 文化の日 
４ 月 振替休日 

６ 水 クラブ活動③ 

11 月 校内作品展（～12／6まで） 

13 水 委員会活動③  
15 金 諸費振込日 

22 金 

公開授業（近隣校） 
1，2，3，5，6年生 4時間授業（給食なし） 
4年生（5校時授業公開のため）は，お弁当の準備を
お願いします。 

23 土 勤労感謝の日 

26 火 さわやか集会 
27 水 クラブ活動④ 
28 木 新入児童就学時健診 

☆スクールカウンセラー訪問日 11 月６日（水） 
※日没も早くなってきました。帰宅時刻は１６時までとなって
います。繰り返し，お子さんへの声かけをお願いします。 

 

 今月１９日（土）は，青雲小学校の学習発表会でした。各学年で準備

を進め，心を一つにして当日を迎えました。この日は，多数の保護者の

皆様にご来校いただき，子どもたちの心がつながる姿をご覧いただけた

ことを教職員一同，心からうれしく思います。また，ご来賓として， 

鎌田 PTA会長をはじめ，学校運営協議会から菅野会長，穴口委員， 

薄井同窓会長に青雲児の頑張る様子をご覧いただくことができました。 

☆

 

 


